
 

 

 

 

 

 豊見城市立とよみ幼稚園教諭  中 本 勝 子                                                                                                                              

1 研究テーマについて 

  ｋ 

 

 

２ 研究の特徴と保育の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の成果 

       

これまでの保育を振り返ると，教師や友達と楽しく食べる雰囲気づくりや，食べる喜びが感じられるよ

うな環境構成や援助が不足していたことを反省する。 

そこで，食への関心を高め，自ら進んで食べようとする気持ちを育てるためには，栽培活動が有効では

ないかと考えた。栽培活動に取り組むことで，子どもが，自ら野菜を育て，収穫し，調理する体験を通し

て，教師や友達と食べる喜びや楽しさを味わうことができるのではないかと思い，本テーマを設定した。 

 

〈幼稚園教育〉 

食べる喜びや楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫 

～身近な野菜の栽培活動を通して～ 

{1}身近な野菜を育て、野菜の変化に気づくことで、野菜への興味・関心や食べることへの意欲を高め  

  ることができた。 

{2}自分で育てた野菜を収穫し、調理するという体験が、幼児の心を揺り動かし食べる喜びや楽しさを 

  味わわせることができた。 

{3}栽培・収穫・調理の過程における幼児の心の動きをとらえた環境構成と援助の工夫が、幼児の食べ 

  る喜びや楽しさにつながった。 
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豊見城市立とよみ幼稚園教諭  中 本 勝 子 

 

Ⅰ テーマ設定の理由   

   平成 17 年に制定された食育基本法において、「食育」とは、「生きる上での基本であって、知育、徳育、

及び体育の基礎となるべきもの」とした上で、特に子ども達に対する食育については「心身の成長及び

人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を育んでいく基

礎となるもの」と明示されている。 

   また、平成 20年に告示された「幼稚園教育要領」で初めて「食育」という言葉が使われ、「健康」領

域の「内容の取り扱い」で「健康な心と身体を育てるためには食育を通じた望ましい食習慣の形成が大

切であることを踏まえ、幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる

喜びや楽しさを味わったり、様々な食べ物への関心を持ったりするなどし、進んで食べようとする気持

ちが育つようにすること」と記された。  

近年、食を取り巻く環境の変化は、子ども達の健全な心身の成長に影を落としている。６つの「こ食」

に代表されるように、一人で食べる「孤食」、家族がばらばらのものを食べる「個食」、自分の好きな決

まったものしか食べない「固食」、食べる意欲がなく食べる量が少ない「小（少）食」、パンやパスタな

どの小麦粉を使った主食に偏る「粉食」、味の濃いものを好んで食べる「濃食」などが問題となっている。 

本園の実態をみてみると、子ども達の中には、朝機嫌が悪い、ぼんやりして生気がない、集中して遊

ぼうとしないなど、気になる姿がみられる。食事の面においては、偏食がある、咀嚼力が弱い、ダラダ

ラ食べが目立ち食事に集中できない、行儀が良くない、こ食するなど、気になる食生活が生じているこ

とが窺え、「食」に関して難しさを感じていたところである。   

しかし、これまでの保育を振り返ってみると、食べる喜びが感じられるような環境構成や援助になっ

ていたか、子どもが喜びや楽しみを感じるような体験活動ができていたか、教師や友達と楽しく食べる

雰囲気づくりができていたか、また、偏食指導やマナー指導の方向に向いていたのではないかと反省す

ることが多い。                            

そこで、食への関心を育て、自ら進んで食べようとする気持ちを育てるためには、栽培活動が有効で

あろうと思い、栽培活動に取り組んでみたいと考えた。そして、子ども達が自ら野菜を育て、収穫し、

食べる体験を通して、教師や友達と食べる喜びや楽しさを味わったり、様々な食べ物への興味や関心を

もったりすることで、健康な心と身体が育ち、子ども達が進んで食べようとする気持ちが育つのではな

いかと思い、本テーマを設定した。野菜に興味・関心をもたせるための工夫、感動する体験をさせるた

めの栽培活動のあり方を探りたい。 

 

Ⅱ 研究目標 

 身近な野菜の栽培活動を通して、食べる喜びや楽しさを味わわせるための環境構成と援助の工夫を探る。  

 

 

 

食べる喜びや楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫 

～身近な野菜の栽培活動を通して～ 

 

 

 

 



 

Ⅲ 研究の方法 

 (1) 栽培活動を通して、幼児が野菜に興味・関心を高める環境作りを工夫する 

  (2) 幼児に、喜びや楽しさを感じさせるための体験活動の工夫をする 

  (3) 食に関する幼児の変容を、幼児の言葉や姿から探る 

 

Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域の実態 

・漫湖、豊見城城址公園等自然と  

 歴史文化が豊かな地域である 

・旧集落に、新興住宅が加わり全 

 県全国からの移住が多い 

・半数以上が預かり保育対象児 

・・ 

園教育目標 

・じょうぶな子 
・よく考える子 
・思いやりのある子 

社会的背景 

 朝食欠食等の食習慣の乱
れや肥満、思春期やせなど、
近年、幼児の発達過程にお
いて、食に関わる様々な問
題が生じている。 

幼稚園教育のめざすもの 

（生きる力の基礎となる） 

心情・意欲・態度 

幼稚園教育の基本 

（環境を通した教育） 

１ 幼児の主体的な活動を促す環境構成に努める 
２ 好奇心や探求心を刺激する環境構成に努める 
３ 豊かな生活体験の為の環境構成に努める 

 

研究テーマ 
食べる喜びや楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫 

～身近な野菜の栽培活動を通して～ 
研究目標 

身近な野菜の栽培活動を通して、食べる喜びや楽しさを味わわせるための環境構成と援助の工夫を探る。 

研究内容 
１ 食育とは 
２ 食育の目的 
３ 食への意欲を育てる 
４ 幼稚園における食に関 
    する指導 
５ 栽培活動の意義 
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Ⅴ 研究内容 

 １ 食育とは 

 平成 17 年 6 月に「食育基本法」が制定され、その食育基本法の中では、「食育」を次のように位置

付けている。 

・生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの 

・様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する 

 ことができる人間をそだてること 

 

 ２ 食育の目的 

  (1) 心と人間性を育てること 

    (2) 健康な体のしくみを育てること 

    (3) 食の知識を増やし、食べるために必要な技術や食べ物を選ぶ能力をそだてること 

 

３ 「食」への意欲を育てる 

 (1) 幼稚園における「食育」 

幼稚園の「食」は成長発達に必要な栄養を摂取するという意味と、その後の食習慣の基礎となる 

という意味において極めて重要である。幼児期の食体験は「食の原風景」となって、生涯にわたっ   

てその人の食習慣の基盤となる。そして長じて世代間連鎖を起こし、次世代の食生活へと影響を及  

ぼす。食習慣の基本は家庭で形成されることは自明であるが、幼稚園における食育への期待は高ま 

っている。では、幼稚園の「食」の特徴とは何か。それは家族以外の「みんなと食べる」ことであ 

る。 

  

 (2) みんなで食べることを楽しむ 

   「食べることを楽しむ」ことは、生理的な意味と社会的・心理的意味がある。「楽しい」「美味し

い」と感じることで食が進み、成長に必要な栄養が摂取される。しかし、人はただ栄養を摂取する

ためだけに食べるのではない。「食べる」という行為は極めて社会的・文化的行為である。身近な環

境としての食に関心をもったり、人と食を共にすることを楽しいと感じたりすることは、私達が社

会で生きていく上で必要な力である。そのために幼児期から「他者と一緒に食べることは楽しい」

という快感情の蓄積が大切となる。 

 

 (3) 生活リズムを整える 

   幼児の生活習慣を考える際に「睡眠」「食事」「日中の活動」の三つは切り離せない要素である。

「食」の問題だけを取り上げることは意味がない。「睡眠」「食」「日中の活動」は三位一体である。

「食育」といって「食」だけを取り出すのではなく、生活リズム全体を見直すべきで、中でも「日

中の活動」の見直しは、幼児の食への積極的姿勢を育むことを大切にしたい。 

  

 (4) 食の場面を楽しむための工夫 

   本気で、食育に取り組もうすれば、生活を通した教育とは何かという根本を見直さなければなら

ない。しかし、実際はそうはいかないのが現実である。机を食卓らしくセッティングしたり、和や

かな雰囲気作りのためにお花を飾ったり、できるところからの工夫から始めたい。 

 

 (5)「食べ物」や「食べること」への関心を高める活動 

   食への関心を高めるには、自分の口に入るものを自分達で育てる活動が有効である。実際、自分

達で育てた野菜は苦手なものでも美味しく感じ、大切に扱おうとする。簡単な調理活動に一部かか



わることによって、食に対する関心や意欲がより高まる。この場合「育てる」というプロセスに意

味がある。 

 

  ４ 幼稚園における食に関する指導 

  (1) 食べることを楽しむ指導  

   幼稚園では、一人一人の幼児が、教師や他の幼児との温かい触れ合いの中で、楽しい生活を展開

することや自己を十分に発揮して、のびのびと行動することを通して、充実感や満足感を味わうこ

とを大切にしている。食に関する指導においても、最も大切なことは、教師や友達と食べる喜びや

楽しさを育むことである。幼児は、十分に体を動かして遊び、空腹感を感じ、食べることで、満足

感を心と体で味わうのである。そのためには、食べる際の環境の工夫、和やかな雰囲気づくりをす

ることが必要である。また、幼稚園においては、季節ならではの伝統行事や誕生会などのお祝いの

会に、ふさわしい食べ物を食べることもある。みんなで同じ物を食す楽しさ、うれしさを感じる体

験を積み重ねていくことも大切である。 

 

    (2) 食べ物への興味や関心をもつ指導 

   幼児は、食べ物が口に入るまでの過程において、その食べ物になんらかの形で関わると、「食べた

い」と言う気持ちを強くもつものである。例えば、自分で野菜を育てる中で、親しみを感じ、生長

と共に愛着をもち、収穫を楽しみに待つようになる。収穫したばかりの旬の野菜そのものを味わい、

香り、色など、買った食物との違いに出合う。時には、「苦い」「渋い」などの今まで味わったこと

のない味に驚きながらも、様々な味覚を実感する。収穫物を教師や友達と一緒に簡単な調理をした

り、その手伝いをしたりする中で、ますます、興味や関心が強くなり、食べてみたいという思いを

もつ。友達の食べる様子、食物への関心のもち方などに刺激され、自分も食べてみようとしたり、

自分の食べ物へのとらえ方を広げたりもする。さらに、友達だけではなく、様々な人との関わりが

広がっていく中で、保護者や地域の人々、栽培に関わる農家や専門家等との交流を通して、人に対

する思いや感謝の気持ちをもち、食物への思い入れを強くし、食物を大切にしようとする気持ちも

生まれてくる。こうしたことから、栽培活動や収穫、そして収穫物を食すなどの体験を大事にして

いる。 

 

    (3) 進んで食べようとする気持ちを育てる指導 

   食べることの楽しさを味わったり、様々な食べ物への興味や関心をもったりすることで、「自ら進

んで食べようとする気持ち」が育つようにする過程が大切である。偏食や食事のマナー等の指導は、

この姿があってのことであることを忘れてはならない。なお、食生活の基本は、家庭で育まれるこ

とから家庭との連携が必要である。特に、近年、食物アレルギーをもつ幼児が増加してきた状況を

踏まえ、家庭から必要な情報を得て、幼稚園で食す物に十分配慮する必要がある。食物そのものへ

の配慮はもちろんのこと、同じ物を食べる活動を取り入れる場合、その幼児もその体験を楽しいと

感じられるようにすることが大切である。 

 

  ５ 栽培活動の意義 

 幼稚園でいろいろな野菜を子どもと共に栽培する活動は、心を豊かにするとても楽しい活動である。

しかし、自然と触れ合い、その中で驚きや感動など心を揺り動かす体験をする機会は減少しつつある。

このようなことからも、幼稚園で、命を育てる栽培活動を行うことはきわめて貴重で、大きな意義が

ある。幼稚園における栽培活動の意義を次のようにまとめてみた。    

 (1) 野菜を育てることにより、いろいろな野菜に興味・関心をもつ。 

 (2) 野菜の特徴（色・形・香り・開花・結実など）を知ることで、興味・関心が高まり食べてみた 

   いという気持ちをもつ。 



 (3) 野菜の生長を通して、不思議に思ったり驚いたりする心が育つ。 

 (4) 生きている野菜の生命力に触れることにより、野菜を大切にしようとする心が育つ。 

 (5) 野菜の世話を通して、親しみや愛着がわき生長の喜びを味わう。 

 (6) 収穫の喜びを味わい、調理を体験することを通し、食べる喜びを味わう。 

     

Ⅵ 研究の実際 

  幼児が幼稚園生活の中で、栽培活動を通して、食べる喜びや楽しさを味わうための環境構成と援助を

工夫し、２回の保育実践を行い、改善を行う。 

１ 検証保育（1回目 11 月）「野菜を育てよう」 

  (1) 設定理由 

 種蒔き、苗の植え付け、水やり、収穫など一連の作業が、愛着をもち親しみをもってできるよう

な環境構成や援助の工夫を行い、これまで育ててきたネギを収穫する際には、楽しんで収穫するた

めの環境構成と収穫するという期待感を高めるための援助を行う。 

  (2) 保育のねらい 

 ・野菜の世話を通して、野菜に興味・関心をもち収穫の喜びを味わう。 

  (3) 検証のねらい 

 ・栽培活動を通して、野菜に興味・関心をもち、自分で育てた野菜に愛着をもち、収穫することに  

  喜びが感じられるような援助をする。 

  (4) 環境の工夫の視点 

・楽しく栽培活動に取り組むための環境の工夫。 

・栽培物の変化を感じたり世話をしやすくするための環境の工夫。 

・世話をしながら自然に興味・関心が出てくるようにするための環境の工夫。 

・楽しんで収穫するための環境の工夫。 

  (5) 教師の援助の視点 

・野菜の特徴に気づかせ、興味・関心をもたせるための援助。 

・野菜を育てることを通して、親しみや愛着をもたせるための援助。 

・収穫するという期待感を高めるための援助。 

  (6) 実践経過 

月日 幼児の体験活動 検証のねらい ○環境構成 ★援助の工夫 実際の幼児の姿 検証結果 

10 

月 

25 

日 

(火) 

◎野菜の苗

を植える。 

 

・キャベツ 

・レタス 

・アップル  

 ピーマン 

 

◎ネギに水

やりする。 

 

・いろいろな

野菜の苗を

植えること

で、野菜の名

前や特徴に

興味を持ち、

育てたいと

いう気持ち

をもたせる。 

 

○馴染みのある野菜

の苗と珍しい野菜の

苗を用意する。植えた

後で、野菜のネームプ

レートをつける。 

 

★野菜の苗を見せ、

「触ってみてどう？」

「形はどうなの？」

「色はどうなの？」

「匂いはどうなの？」

など野菜の特徴に興

味をもち、植えてみた

い、育ててみたい気持

･「これは、アップル

ピーマンよ。アップル

ってわかる？」と聞い

てみたら「うん、わか

るよ、りんごでしょ」

とすぐに答える子ど

も達。「アップルはり

んごだから、もしかし

て、りんごのような味

がするのかな？それ

とも、りんごのような

形かな？楽しみ…」と

いう会話を楽しんだ

ら、興味・関心をもち、

･アップルピーマ

ンという珍しい

苗に、興味・関心

が高まったよう

である。また、キ

ャベツやレタス

は「あーっ食べた

ことがある」とお

家で食べた野菜

と重なって、より

野菜に興味をも

つことができ、植

えてみたい、育て

てみたいという



ちになるような援助

を行う。 

 

 

植える姿がみられた。 

 

気持ちになった

ようだ。 

 

 

11 

月 

7 

日 

(月) 

◎野菜の世 

 話をする。 

  

 

 

・世話をして

いる野菜の

変化に気づ

き、世話をす

る喜びを味

わわせる。 

★水やりを忘れると

どうなるかなーと世

話することの大切さ

に気づかせる声かけ

をする。 

★植物とかかわるこ

とで、生長の変化に気

づいた子の姿を捉え、

その気づきに教師が

共感し、それを他児に

も伝えていく。 

・野菜についているネ

ームプレートを見な

がら「これはキャベツ

だよね」「これはアッ

プルピーマン」とか、

「やさしくかけてあ

げないと倒れるよー」

「いっぱいかけたら、

枯れるよー」などと友

達と話しながら水や

りする姿が見られた。 

 

・「早く大きくな

ってね」と野菜に

声をかけながら、

愛おしそうに水

やりしている姿

や、友達との会話

を楽しみながら

世話をする姿か

ら、育てたいとい

う気持ちをもち、

それに喜びを感

じていると捉え

た。 

 

 

 

11 

月 

11 

日 

(金) 

◎野菜の種

を蒔く。 

 

・ほうれん草 

・二十日大根 

  

 

 

 

 

 

･種を比べ合

ったり、種の

色や形等気

づいたこと

を友達と話

し合ったり

しながら、友

達と楽しん

で種蒔きを

させる。 

○発砲スチロールの

丼容器に絵を描いた

手作りの鉢に種蒔き

をする。 

★いろいろな種があ

ること小さな種にも

命があることに気づ

かせるような援助を

行う。 

★友達とかかわりを

もち、種蒔きする楽し

みを味わわせる援助

を行う。 

･種を見て「ちぃっち

ゃい」「かわいい」と

言いながら、手の平の

種を大事そうにする

姿や愛しそうにする

姿がみられた。 

･「これ（ほうれん草

の種）ブルーだ すご

いなぁー」と友達と見

せ合う姿がみられた。 

･ほうれん草の種

が青色であるの

を見て、驚いた表

情がみられ、感動

を覚えたようで

ある。気づいたこ

とを、友達と伝え

あうことで、感動

する心を分かち

合っていた。 

 

 

11 

月 

15 

日 

(火) 

◎ネギを収

穫する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・野菜に興

味・関心をも

ち、自分のネ

ギに愛着を

もち、喜んで

収穫できる

ようにする。 

 

○収穫しやすい動線

を考えて、ビニールシ

ートを敷いておく。 

★ネギへの期待感を

膨らませるために、こ

れまでのことを振り

返り話し合う。 

★自分の育てたネギ

を大切に扱い、友達と

比べながらじっくり

と関わる時間をとり、

収穫の喜びを味わわ

せるような援助の工

夫を行う。 

・収穫時、どれから切

ろうか、何本切ろうか

と真剣な顔つきで考

える姿がみられたり、

一本ずつ丁寧に切っ

たり、まとめて一度に

切ったりなどいろい

ろな姿がみられた。 

・自分の育てたネギを

愛おしく思って、切る

際に器からこぼれて

しまったネギのひと

つひとつを大切そう

に拾っている姿があ

・各家庭から持っ

て来たペットボ

トルにネギを植

えたことで、「僕

の（私の）ネギ」

という愛着をも

ち、毎日水やりし

て大切に育てる

ことで、喜んで収

穫する姿に結び

ついたようであ

る。 

・収穫する際、友

達と会話を楽し



 

・収穫したネ

ギは、味噌汁

を作って食

べる 

 

 

った。 み、お互いに育て

た喜びを共有し

ていた。 

 

 

[幼児の変容] 

・ 苗を植え、世話をして、収穫するという一連の活動は、子どもにとって、野菜に対する愛着を感じ、  

  「早く大きくなってくれないかな～」「早く大きくなってお料理に使いたいな～」と楽しんで世話を 

  している様子となって表れていた 

・ ペットボトルでネギを栽培したことで、「自分のネギ」という愛着をもち、水やりして世話をするな 

 かで、透明なペットボトルから見える土の様子や根っこのはり方にも興味・関心を示していた。 

・ 収穫の際、ネギの一本一本をじっくり見たり、考えたり友達と比べ合ったりする姿がみられた。こ 

  れまで、世話をしてきた満足感を感じ、野菜のひとつひとつを丁寧に摘み取り、洗い、切り方にし 

  ても、ものすごく愛おしさを感じている様子がみられた。 

[改善点] 

・ 収穫の喜びを味わわせるための環境構成としては、子どもが、落ち着いて収穫できる時間や場の設 

  定が必要である。 

・ 収穫しながら子どもと会話を楽しみ、教師が子どもの心に寄り添い、温かい目で見守る援助の工夫 

  をしていく。 

 

 

 ２ 検証保育（2回目 12 月）「育てた野菜をみんなで食べよう」 

    (1) 設定理由 

    １回目の検証保育を終えて、環境構成や援助の仕方で、子どもの感動が膨らむかどうかが決まっ

てくるのだと分かった。そこで今回は、栽培活動を通して、自分で育てた野菜に愛着をもつことで

「食べたい」という気持ちが起こり、教師や友達と一緒に収穫物で簡単な調理をする中で、ますま

す、興味・関心が強くなり「食べてみたい」という思いを起こさせるような環境構成や援助の工夫

を行う。    

    (2) 保育のねらい 

   ・収穫の喜びを感じ、調理することを通して、友達と食べる喜びや楽しさを味わう。 

    (3) 検証のねらい 

   ・栽培活動を通して野菜に興味・関心をもち、自分で育てた野菜に愛着をもつことで、「食べたい」

という気持ちが起こり、友達と一緒に食べる喜びや楽しさを味わうための援助をする。 

    (4) 環境の工夫の視点 

・野菜に対して興味・関心を高めるための工夫 

・野菜の世話を通して、愛着がもてるようにするための環境の工夫 

・収穫の喜びを味わわせるための環境の工夫 

・食べる喜びが感じられるようにするための環境の工夫 

    (5) 教師の援助の工夫の視点 

   ・野菜に愛着をもち、世話をする喜びがもてるようにするための援助 

   ・野菜を収穫・調理する過程において、五感（視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚）を刺激することを

意識した援助 

   ・収穫しながら会話を楽しみ、教師が子どもの心に寄り添い、温かく見守る援助 

   ・収穫・調理するという一連の作業を通して、食べる喜びや期待をもたせるための援助 



    (6) 実践経過 

月日 幼児の体験活動 検証のねらい ○環境構成 ★援助の工夫 実際の幼児の姿 検証結果 

11

月 

30

日 

(水) 

◎イチゴの

苗 を植 え

る。 

 

・子どもたち

が大好きな

イチゴを植

えることで、

ワクワク感

を味わわせ

る。 

○好奇心をもって栽

培活動に取り組める

ように、違う種類の苗

を用意する。 

★イチゴの苗に手紙

を添えて、子どもが見

える場所に置いてお

く。「これはなあに？」

と簡単なクイズ形式

にしてイチゴを植え

ることに興味・関心を

もたせるような援助

をする。 

・「今日、イチゴを植

えるんでしょう」と期

待する姿があった。 

・苗を選び、両手で大

事そうにもち、苗を傷

つけないように慎重

に植えていた。植えた

後も、しばらくイチゴ

の側にいて、花を見た

り香りを嗅いだり、葉

っぱを触ったり、水や

りしたりと関わる姿

がみられた。 

・「イチゴ植えるの

楽しい」「ピンクの

お花可愛い」「白い

お花も可愛い」「早

くできないかなあ」

「早くイチゴ食べ

たいね」の会話や笑

顔いっぱいの表情

から、ワクワク感を

もって楽しんでい

るのだと捉えた。 

12

月 

２ 

日 

(金) 

◎畑を耕す。 ・畑を耕すこ

とで、畑への

愛着が芽生

え、畑の中の

生き物や植

物の根っこ

に ま で 興

味・関心がも

てるように

する。 

○畑を耕す中で、植物

の不思議さに気づき、

疑問が沸いてきた時

に、自分自身で解決し

ていけるようにする

ため、図鑑などを準備

しておく。 

★子ども達が耕しや

すいように、硬いとこ

ろは教師が予め耕し

ておく。 

 

・ミミズを見つけて

「大きい」「ちいさい」

と比べ合ったり、最初

は気持ち悪がってい

た子が、友達が触って

遊ぶ姿に刺激され、触

る姿もみられた。 

・図鑑を見て、実物と

見比べながら確かめ

合う姿がみられた。 

・土の感触を味わい

自分達でできたと

いう自信を得たこ

とで、「自分の畑」

という思いをもち、

畑への愛着が持て

たようである。 

・植物図鑑などを見

て、ますます野菜に

興味・関心が高まっ

てきたのではない

かと思われる。 

12

月 

５ 

日 

(月) 

◎野菜の世

話をする。 

 

◎大根の種

蒔 きを す

る (育苗用

の ポッ ト

に 種蒔 き

する)。 

・野菜の世話

をする中で、

キャベツの

葉っぱの青

虫の存在に

気づき、世話

する大変さ

に気づかせ

る。 

 

 

○大根は育苗用ポッ

トに種蒔きする。 

★教師が、キャベツ畑

の前で、青虫に気づい

た子ども達に「青虫は

キャベツが大好きで、

美味しそうに食べて

いるね。だけど、青虫

がみんなの大事なキ

ャベツを食べたらど

うなるかね？」「大事

なキャベツを守るた

めには、青虫は取らな

いといけないね」と世

話をする大変さに気

づけるような援助を

行う。     

・キャベツを見ている

教師を見つけた R 君

K君S君の3人が、「先

生、何しているの？」

と寄ってきて、ジーっ

と見て「青虫だ」と、

気づいた。最初は「あ

ーっ、キャベツが食べ

られたら大変だ」と取

り除いていたが、その

うち、見つけた青虫を

手の平に乗せて遊び、

遊んだ後は「お家に持

って帰る」と大事そう

にロッカーに入れる

姿が見られた。 

・野菜を育てる中

で、まわりにいる生

き物にも興味・関心

を示し、世話をする

ことの大変さを知

ったようだ。 

 

 

 



12

月 

14 

(水) 

・ 

15

日 

(木) 

◎米袋に各

自 マジ ッ

ク で好 き

な 絵を 描

く。 

 

◎米袋に土

を入れ、大

根 の苗 を

植える。 

・米袋に愛着

を持たせる

ことで、中の

大根にまで

愛着をもた

せる。 

 

 

○野菜への愛着をも

たせる方法として、米

袋を使う。 

★「米袋に絵を描いた

ら、中の大根がうれし

くてどんどん大きく

なるはずよ～」と楽し

く描けるような声か

けをし、大根の苗植え

に興味をもつ援助を

する。 

・米袋に描かれた絵の

中には、大根・ミニト

マト・二十日大根など

野菜の絵があった。 

・「大きくな～れ」と

声かけしながら一人

ずつ植える姿がみら

れた。 

・米袋に絵を描くこ

とで、その中に植え

る大根にまで愛着

をもったような表

情がみられた。 

12

月

19

日 

(月) 

◎ランチョ

ン マッ ト

（ 折り 紙

模様）を作

る。 

・手作りのラ

ンチョンマ

ットを作る

ことで、明日

の調理へ期

待をもたせ

る。 

○ランチョンマット

を作るための、材料を

用意する。 

★「ランチョンマット

を作ったら、おにぎり

はどこにおく？ほう

れん草の味噌汁はど

こがいいかな？」と、

明日に期待感がもて

るような援助をする。 

・自分だけのオリジナ

ルのランチョンマッ

トに仕上がり、友達と

見せ合ったりする姿

がみられた。 

 

・ランチョンマット

を作ったことで、明

日に期待している

表情が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しく栽培活動に取り組み、興味・関心をもち愛着をもつための環境の工夫 

米袋に植えた大根 

 

 

ペットボトルに植えたネギ 発砲スチロールの丼容器に

植えたほうれん草 

透明な容器に入れた種の見本 

 

育てた野菜の写真を撮り掲示 

 

野菜の切れ端を使って水栽培 

 



    (7) 保育の展開 （本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 栽培活動を通して変容した幼児の事例 

 

      事例１＜野菜嫌いの A さんの変容＞ 

 

発砲スチロールの丼容器に絵を描いて作

った可愛い鉢に、ほうれん草の種蒔きを

して大切に育ててきた A さん、水やりす

る姿にも楽しそうな表情がみられた。い

よいよ収穫の日、ほうれん草を愛おしそ

うに見つめる A さん。根っこから引き抜

く時は、葉っぱを傷つけないようにゆっ 

くり慎重に、洗う時には 1 枚 1 枚丁寧に行っていた。洗い終わって席につき待っている間に、グループ

の友達と「ちょっと食べてみようか」ということになり、ほんの少し口に入れた。その時、食べられた

ことがとてもうれしかったようで、「ほうれん草食べてみたら、ネギの味がした」と、その感動をすぐ

に教師に伝えにきた。「すごいね～、A さんはほうれん草を生で食べてみたんだって、その味はネギの

ようだったそうよ」と話すと、得意そうで誇らしげな A さんの姿があった。あちこちから、「ネギの味」

「セロリだー」「パセリみた～い」との感想も聞こえてきて、気がつけば、多くの子が味見する姿がみ

られた。 

 

    

 A さんは、偏食があり、いつも最後ま

で残って食べている子である。野菜嫌い

の A さんが、生のほうれん草を食べたこ

とは驚きである。手作りの鉢を作ったこ

とで「世界にひとつしかない大切な私の

鉢」という思い入れができ、中に植えた

ほうれん草にも愛おしさを感じて「大切

に育ててきた私のほうれん草…だから

きっとおいしいはず…食べてみたい」と

いう気持ちになったのだろう。そして、

食べてみたらネギの味がしたというこ

とは、これまでの経験を思い出しなが

ら、味の比較をしていることが窺える。

教師も味見をしてみたら、えぐみはな

く、柔らかくて美味しく感じた。これが

まさに、「旬の味」の美味しさであり、

そこに、自分で育てたという気持ちが加

わり、ひときわ美味しく感じたのであろ

う。 

教

師

の

読

み

取

り 

 



収穫・調理するという一連の作業を通して、食べる喜びや期待をもたせるための援助 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

  (8) 検証の結果 

〔幼児の変容〕 

・市販の鉢の他に、ペットボトル・発砲スチロールの丼容器・米袋等を使用し、絵を描かせる等の工夫

をしたことで、植えた野菜へ愛着をもち、楽しんで栽培活動に取り組む様子がみられた。 

・野菜に関する絵本や図鑑を揃えたことで、興味・関心が高まり、野菜の生長の変化に気づき、生長の

喜びを共感し、愛着をもって世話する姿がみられた。 

・教師や友達と一緒に調理することで、喜んで食べる姿がみられ、みんなで食べると美味しいという満  

 足感を味わっているような表情がみられた。 

  

〔改善点〕 

・栽培活動を通して、感動する体験を共有し収穫の喜びを味わわせるようにしていくための環境の工夫

と援助の工夫を行う。 

収穫 洗う 手でちぎる 味噌汁を作る 

収穫する時、葉を崩

さないように丁寧に

つんでいた。 

洗う時は真剣な表情

で、やさしい手つきで

洗う姿がみられた。 

手でちぎる時には、愛

おしいような表情が

みられた。 

お鍋に入れる時に

「美味しそう」「早

く食べたい」と期

待している姿がみ

られた。 

バケツ稲作りで、大切に育てて

きたお米でおにぎり作り。収穫

量が少なかったため、市販のお

米を足したが、「みんなで育て

たお米が入っているから美味

しい」と言って、喜んで食べる

姿がみられた。 

手作りのラン

チョンマット

で、楽しい雰

囲気作りがで

き、自分達で

栽培した野菜

を調理するこ

とで、食べる

喜びや楽しさ

を味わってい

た。 

ほうれん草の味噌汁 

   と 

 おにぎり作り 



Ⅶ 研究の成果と今後の課題 

  １ 研究の成果 

    (1)身近な野菜を育て、野菜の特徴や変化に気づくことで、野菜への興味・関心や食べることへの意

欲を高めることができた。 （Ⅵ-１-(6)） 

  (2)自分で育てた野菜を収穫し調理するという体験が、幼児の心を揺り動かし食べる喜びや楽しさを

味わわせることができた。 （Ⅵ-２-(6)）   

    (3)栽培・収穫・調理の過程における幼児の心の動きをとらえた環境構成と援助の工夫が、幼児の食べ

る喜びや楽しさにつながった。 （Ⅵ-２-(6)）  

     

  ２ 今後の課題  

  (1)「食に関する指導」の指導計画への位置づけと見直しの工夫。 

  (2) 家庭と連携した栽培活動の実践。 
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